
令和4年度ワイヤレスエミュレータ利活用シンポジウム

担当機関： 構造計画研究所

サブテーマ 研究開発内容

（1） 電波模擬システムで評価を行う予定の通信システムの屋内外の周辺環境をレーザスキャナ等を
用いて計測し、電波模擬システム内にインポートする技術について検討を行い、電波模擬システ
ム上で周辺環境の3Dモデルを構成する技術を確立し、誤差1m以下のモデリング精度を達成する。

（2） スマートオフィスやITS(Intelligent Transport System)に代表される動的環境の伝搬モデル構築に
おいて、レイトレーシングレイヤの伝搬パラメータの電波模擬システムへの入力形式を検討し、動
的環境の電波伝搬モデルを電波模擬システム上で再現する技術を確立する。

（3） ドローンシステムを対象に、高精細空間モデルと電波伝搬測定データを用いてレイトレーシング
の伝搬パラメータの最適化を行い、推定精度の向上を図る。さらに、この結果を用いてドローンシ
ステムに適した機械学習モデルの検討を行い、高速・高精度な伝搬解析手法を確立する。

（4） スマート工場を対象に、工作機械の動きや人の動きによるダイナミックな電波環境の変化につい
て、電波伝搬特性の時間変動を解析し、空間モデルに反映するモデル化手法を確立する。

技術課題ア－② サブテーマ(1)(2)(3)(4)
(1) 周辺環境の3Dモデルの構成技術
レイトレーシングレイヤにおける
(2) 動的環境の伝搬モデルの構成技術
(3) 広域環境の伝搬モデルの構成技術
(4) 狭空間の伝搬モデルの構成技術

サブテーマ(1)・(2)

動的遮蔽物
の考慮

静的環境の
シミュレーション

サブテーマ(3) サブテーマ(4)

・構造物の細分化
・材質情報の最適化

・特徴量に材質情報付与
・橋梁環境機械学習
モデル構築

・RTシミュレーションによる
減衰定数のチューニング

・山岳環境用特徴量の設計
・樹木高マップの生成
・山岳環境学習モデル構築

橋梁環境

山岳環境
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RMSE 4.87 [dB]

RMSE 2.29 [dB]

レーザースキャナ計測された
周辺環境（点群データ）

電波模擬システム用の周辺環境
（面と線で構成された3Dモデル）

屋外環境

屋内環境

横浜公園周辺
（高さ毎に色分け）

コクヨ品川オフィス

シミュレーション結果
（パスグリッドデータ）

動的遮蔽物を考慮した
シミュレーション結果
（パスグリッドデータ）

市街地やオフィス環境における
電波伝搬シミュレーションと動的遮蔽物の影響考慮

サブテーマ(1)にて、点群データの計測精度を活かした
1m精度の高精度3Dモデル構成技術を検討。 サブテーマ(2)にて、シミュレーション結果と動的遮蔽物の影響を電波模擬システム上に実装するフローを検討。

屋外環境

屋内環境

×

動的遮蔽物の
情報を取得

■～■：受信電力

基地局

静的環境の電波状況を
グリッド状に評価。

工場環境
・静的工場環境のRTシミュレー
ション

・伝搬パスのクラスタリング
動的遮蔽物判定時の負荷軽減

・伝搬パスの秘匿処理

・パスグリッドデータの作成

-30

-10

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9

-10

-5

0

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9

伝搬
損失
[dB]

伝搬
損失
[dB]

5GHz 人体遮蔽(暗室)

28GHz 箱遮蔽(暗室)

■シミュレーション●測定1回目●測定2回目

RMSE 1.2[dB]

RMSE 3.6～4.8[dB]

クラスタリング前：250パス クラスタリング後：75パス

動的遮蔽判定
の負荷軽減

動的遮蔽時の伝搬損失の測定

多数の動的遮蔽物環境

サブテーマ(4)では、動的遮蔽時の負荷軽減を考慮し、
工場の詳細構造を秘匿した形のパスグリッドデータの生成。
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本研究開発の成果の一部は、総務省の委託研究開発（JPJ000254）「仮想空間における
電波模擬システム技術の高度化に向けた研究開発」により実施した成果を含みます。
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